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光エネルギーを生物エネルギーにかえる能

力をもつ植物のゲノム解読から明らかになる

ことを説明します。話の内容は次の 3点です。

第 1に、ゲノムってなんなのかということで

す。その定義は専門家のなかでも認識が多少

ずれている部分があるのですが、ゲノムとは

どのようなもので、どのような役割をはたし

ているのかを、できるだけわかりやすく説明

することにします。第 2は、植物のゲノムを

解読することの意義、第 3はゲノム研究の重

要性と今後の展望です。

遺伝から遺伝子へ

かつては遺伝といっても曖昧な認識しかあ

りませんでした。例えば、カエルの子がカエ

ルになることや、鼻はお父さんに似て、目は

お母さんに似ているといった遺伝もあること

は、古くからわかっていました。しかし、な

ぜ似るのかは不明でした。そのようなことが

明らかになったのは、そんなに昔ではありま

せん。

ここで、子どもが母親に似るのはなんとな

くわかりますが、なぜ父親に似るのかを考え

ると不思議です。父親から子どもに伝えられ

るのは精子だけです。この精子を観察して、

当時の人は精子のなかに小さい人がはいって

おり、それが母親に伝わり子どもに伝わると

考えていました。17～ 18世紀に、遺伝がいか

にぼやっとした状態で理解されていたかがわ

かるかと思います。

遺伝から遺伝子への認識が徐々に深まって

くるとき、忘れてはならないのがメンデルで

す。メンデルはいくつかの法則を発見してい

ますが、そのうちのひとつを図1に示します。

丸形の豆としわ形の豆を交配すると、その子
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孫はすべて丸形になります。この丸形の豆を

そのまま自分で交配して子孫がつくられると、

丸形としわ形が 3対 1にわかれるという法則

です（優性の法則）。

このことは、現代の私たちにとってはあた

りまえといえばあたりまえのことです。しか

し、当時としては、画期的な発見であったわ

けです。つまり、それまで曖昧であった遺伝

という現象が、丸形という形質を支配するな

にかと、しわ形という形質を支配するなにか

があり、それらを交配しても丸形としわ形の

中間のようなものにはならず、どちらかの性

質だけがでることになります。

そして、その子孫にも、丸形やしわ形の形

質をきめるなにかが、わかれて伝えられてい

るわけです。つまり、その形質は、形質に対

応する明確な因子によってきまっていること

になります。このことは、遺伝に対する大き

な認識の変革でした。

遺伝子からDNAへ

次に、DNAという言葉がでてきます。物質

的には、デオキシリボ核酸と呼ばれる 2本の

ひも状の物質がからんで太いひもを形成して

いるものです（図2）。現在ではDNAが遺伝子

の本体であることが明らかになっていますが、

このDNAの研究の歴史もそれほど古くはあり

ません。DNAが細胞から単離されたのは 1869

年、DNAが遺伝情報を運んでいる本体である

ことが判明したのが 1944年です。DNA研究

は、生物学の歴史のなかでも浅いものですが

非常に重要です。

DNAは、糖とリン酸がつらなって延々とひ

も状の構造が続き、アデニン（A）、シトシン

（C）、グアニン（G）、チミン（T）という 4種類

の物質がはしごのように対をなして、線状に

並んだ構造をとっています（図3）。この 4種

類の塩基の並び方が、そのまま蛋白質の素材

であるアミノ酸の並びに対応しています。こ

れは、ちょうどビデオテープやカセットテー

プに 1次元的に磁気信号が記録されているの

と似ています。
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図3 DNAの二重鎖の構造

図2 DNAの二重らせん構造
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